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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、プレストレストコンクリート構造を対象とし、損傷評価に関する基礎知見を得るため実験及び解析研究
を行い、その結果をまとめたものである。第１章から第６章で構成されている。以下、各章の概要を述べる。 
 第１章では、序論として、本研究の背景を概説し、本論文の目的及び構成について述べた。 
 第２章では、プレストレストコンクリート建築構造物の設計法として、現行設計法（プレストレストコンクリート
設計施工規準・同解説）である終局強度型設計法と新たに導入された限界耐力計算法の概略と問題点について述べた。 
 第３章では、高強度コンクリートを用いたプレストレストコンクリート梁の曲げひび割れ性状に関する知見を得る
ため、実験研究を行なった。その結果、普通強度コンクリート梁の曲げひび割れ幅算定式の高強度コンクリート梁へ
の適用性を確かめた。また、荷重－変形関係とたわみの復元性やひび割れ幅の復元性について調べた。 
 第４章では、プレストレストコンクリート梁部材の曲げ損傷の検討手法として断面解析法と分割要素解析法を用い
て解析研究を行い、両解析法による残留変形量の解析結果と実験結果の比較検討を行なった。また、プレストレスト
コンクリート梁部材の残留変形率算定式を誘導するため、断面解析法と分割要素解析法を用いた解析研究を行った。
既往の実験結果と誘導した算定式の比較検討から算定式の諸係数の修正を行い、残留変形率算定式を提案した。 
 第５章では、プレストレス導入により生じるプレストレストコンクリート架構内の不静定応力が、地震後の建物剛
性変化に伴いどの様に変化するのか、またその変化が架構に及ぼす影響を検討するため、一層一スパンのプレストレ
ストコンクリート架構を対象とし、FEM 解析法による静的漸増解析を行った。不静定応力に関連する３つの点、プ
レストレス力の変化、梁中央部におけるたわみ量、梁端部のモーメントに対して検討を行なった。 
 第６章では、結論として本研究で得られた以上の結果をまとめ、今後の課題について述べた。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、プレストレストコンクリート（以下 PC）建物の性能設計確立を最終の目標として、損傷評価の観点か
ら PC 梁部材および PC 梁部材を有する架構を対象として研究を行っているもので、以下の成果をあげている。 
 １）PC 建築構造物の現行設計法（プレストレストコンクリート設計施工規準・同解説）である終局強度型設計法、
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および近年設計法として認められた限界耐力計算法の概略について述べ、性能明示型設計法としての観点からその問
題点について述べている。 
 ２）PC 梁部材の曲げひび割れ性状に関する知見を得るため実験を行い、普通強度コンクリートを対象として提案
されている既往の曲げひび割れ幅算定式が、高強度コンクリート PC 梁部材に対し適応可能であることを明らかにし
ている。また、高強度梁部材の荷重－変形関係の特徴をとりまとめ、そこから、たわみやひび割れ幅の復元性につい
てその特性を明らかにしている。 
 ３）PC 梁部材を対象として、断面解析法と分割要素解析法の２種類の解析法を用いて荷重－変形関係を解析し、
そこから得られる残留変形量と既往の実験結果との比較検討を行なっている。この結果に基づき、両解析法の特長を
利用することにより、PC 梁部材の残留変形率算定式を提案している。 
 ４）梁を PC 部材とする一層一スパン架構を対象として FEM による静的漸増解析を行い、地震による部材損傷を
原因とする建物剛性変化に伴う不静定応力分布の変化、およびその変化に伴う架構の状態変化（導入プレストレスの
減退、梁中央部におけるたわみ量の増加）を検討している。その結果、層間変形量が層間変形角で 1/200 程度であれ
ば、不静定応力は初期状態と殆ど変化しないこと、1/50 程度の大変形時では、架構の残留変形量に応じてモーメント
が分布するため不静定応力の大きさを予測することは極めて困難であり、かつその大小を論じることは工学的な有用
性を有しないことを示している。 
 以上のように、本論文はプレストレストコンクリート建物の損傷評価に関する有用な知見を与えており、建築工学
特に建築構造学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
